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1、 緒言 
 
トランポリン運動は、自らの身体を操るという

意味において体操競技に近いというイメージがあ

るが、必要とされる能力はやや異なり、選手の体

型には明らかな差がある。しかし、今までにトラ

ンポリン競技者はどのような体型を持っているの

かについて、その特徴に言及した報告は少ない。 
上記の理由から、今回の研究では非運動群、体

操競技者と比較し、トランポリン競技者の体型の

特徴を明らかにすることを第一の目的とする。 
また、多くのスポーツ種目において、運動の側

性現象（競技、運動を行う中で表れる左右の得意、

不得意。身体の形態的左右非対称ではなく、機能

的非対称）は競技力向上あるいは指導上の問題点

などから関心を持たれ、その研究も多く見られる。

トランポリン競技においても他のスポーツ種目と

同様に側性現象は見られるが、その特性について

報告はされていない。 
そこで、捻りの方向が利き手、利き足、利き目な

ど人の生物学的特性と、どういう関係があるのか

について検討することを第二の目的とする。 
 

2. 研究方法 
 

１） 対象 
現在日本トランポリン協会に登録している競技

者は約 1050 人であり、愛好者は約 1000 人と言わ
れている。本研究のトランポリン競技者の定義は

週 1回 1.5時間～週 6回 2.5時間程度の運動を 3ヶ
月～18 年間行っている者である。トランポリン競
技者：男性 36名、女性 40名。茨城大学体操部員：
男性 4名。茨城大学非運動群：男性 10名、女性 17
名。 
２） 測定項目 
身長、体重、成人・子供モードによるインピー

ダンス、脂肪率、脂肪量、除脂肪量、体水分量、

BMI、周径 6項目、幅径 4項目、皮下脂肪厚 6項目、
上体反らし、垂直跳び、写真計測による carrying 
angle、O脚、高径 7項目。 
３） アンケート 
日常身体活動動作、トランポリンの捻りの方向

などを自己記入式のアンケートで調査した。アン

ケートの回収数は 95名、一般群（茨城大学学生）
が 20名であった。分析ソフト StatViewを用いロジ
スティック回帰分析を行った。 

 
3. 結果と考察 
 

3-1 トランポリン競技者の体形的特徴 
トランポリン競技者の体型の特徴は、一般人と

比較して身長は大差ないが、体重はやや軽い。18
歳以上 26歳未満のトランポリン競技者の平均値は
男子の身長 168.8（cm）、体重 57.5（kg）であるの

に対し、同非運動群は身長 169.8（cm）、体重 62.3
（kg）、体操競技者は身長 168.1（cm）、体重 62.2
（kg）であった。トランポリン競技者の体重は重
すぎず軽すぎない程度であり、トランポリンのベ

ッドを押し下げるだけの体重は確保しながらも、

空中で軽い身のこなしを要求されている競技特性

によるものではないかと考えられる。各周径も一

般人と同程度か、むしろ細い。上腕囲（右）は、

大学トランポリン競技者男子が 25.8（cm）である
のに対し、同非運動群は 27.0（cm）、体操競技者は
29.1（cm）だった。しかし、トップレベルの選手
になると大学トランポリン選手より、全体的に身

体能力が高く、筋肉も増え、周径も大きくなると

考えられる。しかし、トランポリン選手のそれは

体操競技者には及ばない。なぜなら、トランポリ

ン選手は器具をつかんだり、自分の身体を支えた

りするまでの筋肉は必要としないからである。脂

肪率と脂肪量については一般人と比較してトラン

ポリン競技者で低かった。この結果は非運動群と

運動群の差として当然とも取れるが、特に腹部（へ

その横と腸骨上部）で有意差が見られたことはト

ランポリン競技者の体型的特徴と言えるのではな

いだろうか。       
上体反らし、垂直跳びは、いずれもトランポリ

ン競技者＞体操競技者＞非運動群となった。しか

し、それは運動群と非運動群の違いによるもので

あり、競技者として特徴的に得られた結果とは考

えにくい。垂直とびは、全日本合宿参加選手＞茨

城大学トランポリン部員となっていることからす

ると、競技レベルが上がるに伴い、脚筋力も上が

ることが言えよう。しかし、床の上でのジャンプ

と、ベッドのバネの力を利用してジャンプするこ

とは本質的に異なるので垂直とびの結果を、競技

特性によるものと断定はできないだろう。 
各高径等は今回、大学トランポリン競技者、茨

城大学非運動群、ジュニアトランポリン競技者の

サンプルを得ることができた。今回測定したジュ

ニアの競技者は大学トランポリン競技者とは異な

り、トランポリン運動のみを行っているものが多

く、競技歴も比較的長い。しかし、各年齢の被験

者数は少ないので、個々人をプロットすることで

その特徴を表した。ジュニア競技者においても身

長の割に体重が軽いことが明らかになった。今後、

ジュニア競技者を縦断的に研究することにより、

トランポリン競技者の体形的特徴を明らかにする

ことができるだろう。さらには、どのような発達

を辿るかを知ることにより、将来トランポリン競

技を行うに当たり、体形的に適した人材の発掘に

貢献する可能性もある。 
 
3-2 トランポリンの捻りの方向と関連要因 

利き手、利き足、利き目と捻りの方向は必ずし

も一致しないことが確認できた。「字をかくとき普

段よく使う方の手は」の質問に対し、右 93、左 2



名であるが、「トランポリン時の捻りの方向は」の

質問に対し、右 32、左 56、両１、不明 3、できな
い 1 名となった。捻りの方向の決定に関与してい
るのは「振り返り」「側転」「アグラ」「自転車」「横

転」の 5項目であったが、その中で「側転」「横転」
は決定に与える影響も大きく、トレーニングとし

ての利用効果も期待できることが明らかとなった。

ここで、これらの要素が関係していると思われる

理由について考えてみる。振り返り動作は捻りに

類似する動作である。側転は一般的に体操やトラ

ンポリン競技で、捻りの方向を決定するのに用い

られている方法である。アグラは脚をクロスさせ

れば捻りが起こるし（例えば右足を左足の左側へ

前から持ってきてやれば、自然に左捻りを行える）

こういった練習は捻りの感覚を覚えるために実際

に練習で行うこともある。自転車については習慣

によるものが大きく、側性の問題とは考えにくく

理由は不明である。横転についてはトランポリン

の捻りはまさしく横転をそのまま立位で行ったも

のであり、トレーニングとしても用いられている。

トランポリンの捻りはベッドから脚が離れた瞬間

に腰から捻る（肩からではない）というのが上下

運動をするために基本となるのだが、横転はこの

動作の練習を可能にすることができる。 
 
 
 
 

4 まとめ 
 
トランポリン競技者の体形を非運動群、体操競

技者と比較した結果、次のことが明らかになった。 
1）トランポリン競技者は非運動群と比較して身長
は同程度だが、体重は軽い。 
2) トランポリン競技者の上腕囲は体操競技者ほど
発達していない。 
3）トランポリン競技者は腹部（へその横と腸骨上
部）の皮下脂肪厚が小さい。 
4）捻りの方向の決定に「振り返り」「側転」「アグ
ラ」「自転車」「横転」が関与している。 
5）「側転」「横転」は決定に与える影響も大きく、
トレーニングとしての利用効果も期待できる 
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表 1 平均値と標準偏差（男子学生 18 歳以上 26 歳未満） 

 トランポリン競技者 非運動群   体操競技者 

項目 ｎ 平均値 標準偏差 ｎ 平均値 標準偏差 ｔ検定  ｎ 平均値 標準偏差

身長（cm） 16 168.8  5.12  10 169.8 5.46    4 168.1  2.76  

体重（kg） 15 57.5  6.69  10 62.3 7.50    4 62.2  5.31  

周径（cm）           

 上腕囲右 16 25.8  2.07  10 27.0 1.39    4 29.1  1.61  

皮下脂肪厚（mm）          

 わき腹 16 12.0  5.47  10 15.2 4.77    4 15.5  4.80  

 へその横 16 10.7  4.56  10 15.9 5.21  *  4 19.0  8.76  

運動機能           

 上体反らし（cm） 15 53.0  7.99  10 50.9 10.04    4 51.5  10.58  

 垂直跳び（cm） 15 59.0  10.41  10 54.9 3.35     4 57.0  8.04  

*P<0.05 **P<0.01            
 
表 2 ロジスティック回帰分析の結果（y 変量：左捻り 1,右捻り 2,両方 0.5） 

  係数 標準誤差 係数/標準誤差 カイ２乗 ｐ値 Exp（係数）

定数 -3.90 1.26  -3.09  9.53 0.002 0.02  

振り返り 1.93  0.84  2.30  5.30 0.021 6.87  

側転 2.77  0.86  3.21  10.31 0.001 16.00  

アグラ 1.83  0.90  2.04  4.18 0.041 6.26  

横転 3.76  0.94  4.01  16.10 0.000 42.92  

自転車 -1.04 0.78  -1.33  1.76 0.185 0.36  

 


